
令和元年度 鳥取県中部沿岸土砂管理連絡調整会議 次第 

 

 

日 時  令和元年１１月２６日（火）午前１０時００分～１１時３０分 

 

場 所  中部総合事務所 １号館Ｂ棟３階 ３０１会議室 

 

 

 

 

次   第 

 

 

１ あいさつ 

 

 

２ 議 事 

 

（１） サンドリサイクル事業の効果検証及び課題抽出 

 

（２） 各管理者の土砂管理への取組 

   ・長寿命化計画策定に向けた検討 

 ・北条川放水路河口閉塞対策の検討 

（中部総合事務所県土整備局計画調査課） 

 

              ・北条川放水路河口閉塞対策に向けた『特殊エジェクター工法を用いた 

試験施工（第２回）』の実施 

 （中部総合事務所県土整備局河川砂防課） 

                                   

 

   ３ その他 
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平成３０年度 鳥取県中部沿岸土砂管理連絡調整会議 議事概要 

 

日 時：平成３０年１１月２２日（木）午前１０時から１１時３０分   

場 所：中部総合務所１号館 A 棟２階 講堂       

 

１ 議事 

（１）サンドリサイクル事業の効果検証及び課題抽出 

サンドリサイクル実施状況、評価分析、今後の方針を海岸毎に説明。 

[検討対象海岸：天神川右岸地区、天神川左岸地区、由良川左岸地区] 

＜会議での主な意見＞ 

意見）北条川放水路における河口の閉塞について状況はどうか。 

回答）高波浪ですぐに河口閉塞してしまっており、頻繁に開削工事を行っている。 

意見）波高だけではなく、波浪の特性についてもう少し留意しておくべき。台風の通過後なのか、

冬季風浪なのかで波向や周期について違いがある。 

現対応状況 ： 今回の説明資料については、昨年度に発生した代表的な高波浪について、発生

要因と波高、周期の関係性についても表記することとした。 

 

（２）各管理者の土砂管理への取組 

■由良川河口閉塞対策の検討状況（中部総合事務所県土整備局河川砂防課） 

・大栄マリーナでは過去に転覆事故も発生しており、利用者からの静穏度の確保に向けた要望は強

い。そこで、導流堤の延伸（２５ｍ、５０ｍ、７５ｍ）について検討を行った。 

・導流堤を延伸した場合、どの案でも静穏度は向上するが、導流堤を延伸した分だけ堆積傾向とな

り維持管理費が増額となる。 

・検討結果を受け、費用対効果の面から導流堤の延伸は実施しない方向だが、静穏度の確保に向け

て消波ブロック等の設置やサンドポンプ等の導入を検討していく。 

＜会議での主な意見＞ 

意見）（羽合漁港での同様な事例での質問を受けて）一般的には、静穏度を確保しようとすると、

どうしても土砂の堆積が発生し、浚渫で対応せざるを得ない。ハード整備と維持管理費の

バランスを見ながら実施していくのがよいと思われる。 

 

■北条川放水路河口砂州対策～特殊エジェクター工法～を用いた試験施工の実施状況（中部総合事

務所県土整備局河川砂防課） 

・河口閉塞への対応について、今までは人力等により対応してきたが、近年の度重なるゲリラ豪雨

等の異常気象により対応が難しくなってきている。 

・そのため、ダム、堰等の堆積対策として利用されている「特殊エジェクター工法」を利用し、河

口の閉塞対策を実施。原理としては、高圧のジェット水を利用して負圧させ、土砂を吸引、輸送

し外部へ放出するもの。 

  

■北条川放水路河口部治水対策(河口砂州対策)の検討状況（中部総合事務所県土整備局計画調査課） 

・河口閉塞の解消に向け、河口砂州の形成特性を把握するとともに、数値解析モデルを構築し、北

条川全体での河口閉塞対策を検討していく。 

・次年度は構築した構築した数値解析モデルを用いて、具体的な河口閉塞対策及び河口部治水対策

の実施手順の作成及び予備的な設計等を行う予定。 

  

 


